
連携型BCP/地域BCP策定モデル地域

岡山県倉敷市における取組み

2023年度厚生労働省医政局委託事業

「在宅医療の災害時における医療提供体制強化支援事業」
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倉敷市連合医師会 今井博之 中村幸伸

倉敷市立市民病院 小山晃子

つばさクリニック 上畑大

川崎医科大学附属病院 椎野泰和 井上貴博 内田康子 大濱忍

倉敷中央病院 池上徹則 竹岡修 國永直樹 山口由紀 柴田由美子



地域の状況

ハザードマップ等

・岡山県倉敷市：岡山県の南部に位置し、白壁の町並みが残る倉敷
美観地区、本州と四国を結ぶ瀬戸大橋などで知られる。人口は
47.7万人。元来「晴れの国おかやま」として、自然災害が少ないこ
とを地域の特性としていた。

・災害等の歴史：2018年7月の西日本豪雨にて、倉敷市真備地区
を中心に河川決壊や土砂崩れが同時多発し、死者６１人（関連死除
く）、住宅全半壊計８１９５棟、床上・床下浸水計７０５８棟という甚大
な被害が発生した。
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倉敷市ハザードマップ

実際の浸水地域（国土地理院）

山陽新聞https://www.sanyonews.jp/sp/okayama_gou_timeline

倉敷市HPより



わが地域の課題

2018年の西日本豪雨では、患者搬送、診療場所の確保等を含め、地域全体の連携なしには、医療提供を継続すること
は困難であった。また、医療だけでなく、介護機関においても、発災後のケアサービスの継続は大きな課題であり、いわ
ゆる災害弱者・要配慮者への対応を含め、平時からの医療介護連携の重要性、行政や保健所、消防機関等との連携が
不可欠である事を認識した。
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西日本豪雨災害から見えてきた課題
① 情報に関する課題
・被災状況や支援ニーズなど、情報の
集約、共有、発信方法
・効率的な被災情報発信・共有方法
・介護福祉施設の情報共有ツール
② 連携に関する課題
・個別避難支援計画との連動、地域住民
との協働、自治体（保健所・消防含む）と
の連携
・公衆衛生・保健活動との連携
③ 備えに関する課題
・人工呼吸器等、電気を必要とする患者・
利用者に対する対策
・避難所運営サポート、救護所運営対策

（平成30年7月豪雨 発災から2ケ月 倉敷の現状の課題を知り未来を考える会より抜粋：倉敷連合医師会 KuraRA）



今年度の取り組み

・目的：医師会と災害拠点病院が中心になって、地域の医療、介護、福祉機関のBCＰ作成を支援する事で、地域全体で
BCPに取り組む。
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① 災害時情報共有ツールの開発
EMIS（Emergency Medical Information System)では対応できない
クリニック、訪問看護、介護福祉機関の被災状況を把握
⇒11月18日（土）：倉敷市総合防災訓練で実装訓練

スマートフォン上の入力画面
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③ BCP作成支援ワークショップ（昨年度より継続）
（全3回、最終回はシミュレーション訓練）
入院医療機関：８機関（8/26、10/7、12/2）
クリニック（歯科含む）：12機関（10/21、12/16、1/20）

② 在宅人工呼吸器患者の緊急避難時対応
（市内の訪問看護ステーションにアンケート、実数把握）
倉敷市内の在宅人工呼吸器療法の患者数

・バックアップ計画を作成し機関のBCPへ反映、地域
の中核病院がそれを支える構図を目指す
⇒連携型BCP
・個別避難計画との連動を検討
⇒地域BCPへ

0－6歳 7－12歳 13－15歳 16歳以上

旧倉敷 ８＋１ 41＋１ 6 10 6 19

水島 1 2 0 0 0 2

玉島 4 11 3 3 0 5

児島 2 5 1 1 1 2

茶屋町 1 3 0 1 1 1

真備 2 3 0 0 0 3

計 18＋１ 65＋１ 10 15 8 32

（＋1は補助人工心臓使用者）

年 齢 分 布
地 域 施 設 数 総 数

④ 「平成30年豪雨災害を振り返り、今後の自然災害へ
の備えを考える会」を開催、5年前の経験を再確認した
日時： 9月10日（日）午前10時～午前1２時
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